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（ディベート） 

身に付けさせたい力として、「情報収集力」、「情報分析力」、「論理的思考力」、「批判的思考

力」、「チーム力」を掲げ活動を行った。 

ディベートの位置づけとしては、その後の活動である「論ずる」のための基礎力を培うも

のとしている。そのため、生徒には今後の活動を提示しながら、身に付けさせたい力と授業

の位置づけを理解させたうえで活動を実施した。 

生徒の実態としては、「ディ

ベートという言葉を聞いたこ

とがある」という生徒は、10

名程度（全体の 30％）、「ディ

ベートをやったことがある」と

いう生徒は数人（全体の 10%

以下）であった。そのため、デ

ィベートに関するインプット

も行いながら授業を進行して

いった。また、本活動は、5 人

×7 班構成のグループ活動で

実施した。 

今までの学習の反省も生か

し、評価項目に目を当てる時間

を度々設け、学習の狙いを理解

したうえで学習させた。ただの

調べ学習とならないように、授

業構成に注力を注ぎ、より充実

した探究学習となるように構

成を考えた。特に、自走という

名の放任にならないように工

夫した。 

 

 

評価項目 

活動の様子 
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テーマを「日本の教育政策として、制服を廃止すべきである」としてディベート大会を行

った。評価者として、黒潮町教育長 畦地和也 氏（運営指導委員）、合同会社 NOKs Labo

代表 山﨑直子 氏（コンソーシアム委員）、高知新聞社記者 河本真澄 氏をお迎えし、指

導・助言をいただいた。成果・課題共にたくさん得られた活動となった。 

ディベートの振り返りを、評価者として参加していただいた山﨑直子 氏（パーソナルコ

ーチの資格を有す）にオンラインでファシリテートしていただき実施した。振り返りを、「過

去否定」、「過去肯定・未来肯定」に分け、反省ばかりを出し合う振り返りから、「もっと良く

していくためには」といった視点を交えた振り返りを実施した。班でディスカッションする

時間を多く設け、授業者から具体的な指示を与えることで、抽象的で他人事の振り返りでは

なく、具体的で自分事の振り返りとなり、効果的な振り返りを行うことができていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（論ずる①） 

ディベート後の計画では、ディベートで身に付けた理的思考の基礎等を活用し、仕事×社

会という視点で、「自分がやろうとしている仕事は 10 年後どう変化しているのか、もしくは

変化していないのかを根拠を交えて論じなさい」というテーマで論じさせる予定であった。

しかしディベート後、生徒から、「悔しい」、「もっとやればよかった」といった声が多数あり、

「制服の是非」について再検討することも兼ねて、「論ずる」のテーマとして設定した。 

「論ずる」のインプットとして国語科の先生にポイント等を説明していただいた。それら

を参考に個人で論ずる活動を実施した。論理的に文章を書くということに慣れておらず、主

観的な文章が多く、活動の結びつきが弱いと感じた。そこで、文章の構造化シートを作成さ

せ、文章構造を決定してから、論ずる活動を行わせた。 

ディベート大会の様子 

振り返りの様子 
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その後に、個別に担当教員と面談形式で振り返

りを行い、何ができていて何ができていないのか、

どうすればできるようになるのかを対話を通して

確認した。 

 

 

 

（ワールドカフェ） 

本活動も、年度当初の計画にはなく、生徒の実態に応じて変更したものの 1 つである。 

「未来の仕事について考える」をテーマに、10 名を超える社会人の方に参加していただ

き実施した。新型コロナウイルス感染症の影響で、本来であれば対面形式での実施であった

が、オンラインに切り替えて行った。ほぼ全員の生徒が、オンラインでのやり取りは初めて

ということもあり、始めはかなり緊張していたが、時間が経つにつれ活発にディスカッショ

ンを行えていた。しかしながら、課題も多くある活動にもなった。具体的には、「大人に教え

てもらう」という意識が強く、自身の思いを伝えることができない生徒も若干名いた。また、

インタビュー形式になりがちであり、議論を深めることはできていなかった。生徒からは、

またやってみたいという声や、もっとテーマについて情報収集してから参加すればよかった

といった肯定的な振り返りも見られ、総合的に考えると、いい活動であったと言える。 

 

（論ずる②） 

「自分がやろうとしている仕事は 10 年後どう変化しているのか、もしくは変化していな

いのかを根拠を交えて論じなさい」というテーマで論ずる活動の 2 回目を実施した。 

本活動の位置づけとしては、年間テーマである「人が働くということ」に関する集合知の

形成となっている。論ずる①の活動の振り返りを念頭に入れながら、前回の自分を超えると

いったイメージで活動させた。学年としての課題は、生徒がイメージしていることをいかに

論理的に表現させるかであった。文章を書く前に構造化シートを書かせ、書く生徒がどのよ

うな視点から論じていきたいか、根拠や情報源をどう記していくかを面談でより具体化、明

確化させ、論ずる活動を行わせた。多くの生徒が、論ずる①よりも成長した姿が見られた。 

この 2 回の論ずる活動を 3 年間ポートフォリオとして残していき、進路研究等に役立て

ていきたい。キャリア教育の一環にもなり、充実した活動となった。 

 

  

国語科からのインプットの様子 

ワールドカフェのオンライン画面 
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（２）「総合的な探究の時間」２年生の取組について 

   ア 概要 

２年生は、探究力の基礎として、「情報収集力」、「情報分析力」、「判断・決定力」、「論理的

思考力」、「表現力」の５つの力を身に付けることを目標に活動を行った。年度当初に年間計

画、（OODA に基づいた）ルーブリック評価を提示し、１年間の見通しをもたせ、身に付け

させたい力の共有を行い授業展開をした。年間を通して、「買い物をデザインする」をテーマ

に、「2030 年の買い物」、「黒潮町のみんなが幸せになる買い物」という切り口で探究活動

を行った。以下に年度当初の活動のイメージ図を示す。 

当初は上図の年間計画で実施する予定であったが、生徒の実情に合わせて、柔軟に変更を

行うこととした。探究力の基礎となる情報収集力・分析力・表現力の基礎が十分でないこと

から、基礎の定着を図れるよう計画を練り直し、下図のとおり授業展開した。 
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   イ 生徒観 

２年生は、他の学年よりも全体的に学力が高く、素直で理解も早い生徒が多い。一方で、

男女間でのコミュニケーションが苦手な生徒が多く、素直ではあるが自分で考えて行動する

よりも指示を待っているということも多い。リーダー性を発揮する生徒も少なく、話し合い

活動やグループ活動では人任せになることも多い。 

 

   ウ 活動報告 

活動は、下図の OODA ループに基づいたルーブリック評価を生徒に示し進めていった。 

〈単元１ 2030 年の買い物を考える〉 

本単元では「買い物をデザインする」というテーマで、「自分×買い物」という切り口から

「情報収集力」、「分析力」、「表現力」の基礎を養うために、2030 年の買い物がどう変化し

ているのかに対して、根拠をもって 2030 年の買い物を考え、表現する授業を実施した。 

まずは、現時点で誰がどのようなことに困っているかという視点からスタートした。当初

は、自分たちの身近なお店からインターネットを使って情報収集を行った。複数の情報源か

らの情報収集をするため、次第に方法をアンケート・インタビューと増やしていった。そし

て、収集した情報から 2030 年の買い物を考え、ポスターを使って発表を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

OODA ループに基づいたルーブリック評価 

活動の様子 
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実施後の課題としては以下のものがあげられた。 

・インターネットによる情報収集では、検索結果の上位サイトしか見ていない。 

・収集した情報に対して疑問や批判的な考えを持てていない。 

・アンケートを実施したが、手段が目的になってしまい、質問項目に意図がなかったり、

2030 年の買い物を考えるにあたっての情報といえるものではなかったりした。 

・アンケートの目的が明確になっていなかったことで、質問項目につながりがなかった。 

・発表を実施したが、根拠のない考えが多かった（学習したことが結びついていない）。 

単元を振り返ると、当初にルーブリック評価を生徒に見せ、目指すべき姿を伝えていたが、

生徒自身が具体化できておらず、どうなればよいか、何をすればよいか分からない状態にな

っていた。その結果、教員からの指示待ちになったり、何のためにこの活動を行っているの

か分からなかったりという状態になってしまっていた。また、教員間でも活動の意図等の共

有が十分でなかった。そのため、教員が生徒に対して効果的な声がけを行うことができなか

った。また、テーマについて考えることがゴールとなっていた。 

学年団の教員からは、「ゴールが見えない」、「テーマに生徒が飽きてしまっている」、「同じ

ことの繰り返し」、「成長が感じられない」との声もあった。このことからも、まず学年団の

教員と共有する時間が必要であると再認識した。今は総合担当が学年の教員に授業について

下ろしている状況であるが、学年団で身に付けさせたい力の共通認識をもち、そのためにど

ういうことをしなければならないのかを考えることが重要だと感じた。 

 

〈単元２ 黒潮町のみんなが幸せになる買い物を考える〉 

本単元は、「地域×買い物」という切り口から活動を行った。「情報収集力」、「分析力」、「表

現力」の向上と、これから行う黒潮町の課題解決学習の土台となるよう授業を展開した。 

ここでは、実際に情報収集からアイデア出しを行い、アイデアの発表会を実施した。前期

の反省から、「黒潮町のみんなが幸せになる買い物を考える」がゴールではなく、身に付けさ

せたい力を身に付けることがゴールということを毎時生徒に周知を行った。また、学年団の

教員とも密に共有を図るように取り組んだ。 

活動内容は以下のとおりである。 

・町内にあるお店 14 か所をインタビュー（お店の人の声や現状を知るため） 

・幸せの定義づけ 

・ビデオからのインプット（スーパーマーケットの歴史） 

発表の様子 
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・教員 8 名から生徒へ「幸せになる買い物」を考えるにあたってのインプット 

・アイデアスケッチの作成・アイデア磨き（冬休み～1 月） 

・社会人との対話でのアイデア磨き（2 月） 

・アイデア発表（2 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インタビューの様子 

2 月 1 日時点の生徒のアイデアスケッチの例 
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社会人との対話でのアイデア磨きの様子 

アイデア発表の様子 

発表用アイデアスケッチ 
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 発表用アイデアスケッチ 



46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイデアスケッチの変容の例 
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アイデアスケッチの変容の例 
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この単元では、前回の反省から毎時身に付けさせたい力を明示して授業展開をしてきた。

また、前回できていなかった外部との交流も実施することができたことにより、思考の幅や

視点を広げさせることができた。しかし、前期からの学びが結びついていないと感じるとき

もあり、振り返りが十分でなかったために、生徒の活動の中で前期と同じく情報収集・分析

が不十分である点も見られた。やはり、充実した振り返りが必要であると再認識した。良い

ところをより良くするには、課題を改善するためにはどうすればよいかを生徒自身にしっか

りと認知させることが必要であると感じた。 

また、総合的な探究の時間内だけで探究をさせるだけでなく、授業外での時間を有効に活

用して探究（情報収集など）をさせたかったが、授業外で活動しようとする生徒はごく少数

であり活動時間が十分でなかった。 

幸せの定義づけについては、時間が少なかったために幸せの定義が不十分であり、黒潮町

の誰がどのようになると幸せなのかを考えるところができていないアイデアが多かった。生

徒たちが自主的に取り組むことができるよう、探究を楽しませるにはどのような工夫をすれ

ばよいのかを常に考えていかなければと思う。 

教員間での情報共有に関しては前期からの課題でもあったが、後期でも共有会を開く時間

がなかなかとれなかったために、作成した資料を渡しての共有が多かった。そのため、意図

が十分に伝わっていない場面も見られた。 

発表会では、評価者として参加していただいた川村晶子 氏から「発表する相手の人に納

得してもらい、人に動いてもらうためにはどうすればよいか」という助言をいただき、多く

の生徒がこのアイデアスケッチではまだまだ十分でないということに気づいた様子であっ

た。 

評価については、この単元でも前期と同様にルーブリック評価を用いて行った。生徒にも

提示して活動をさせた。前期では「頑張ったから５」といった自己評価をする生徒もいたが、

この単元ではしっかりルーブリックを基に「ここの部分ができていないから２」といったよ

うに自己評価ができている生徒が多かった。 
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（３）「総合的な探究の時間」３年生の取組について 

   ア 概要 

3 年間の集大成として、「情報収集力」、「情報分析力」、「情報編集力」、「判断・決定力」、

「論理的思考力」、「表現力」、「批判的思考力」等の課題発見・解決に必要な力を身に付ける

ことを目標に活動を行った。年度当初に年間計画、ルーブリック評価と卒業までに目指す生

徒像を提示した。１年間の見通しと身に付けさせたい力の共有を図り授業を展開していった。 

以下に、年度当初の活動のイメージ図と卒業までに目指す生徒像を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ 生徒観 

本学級は、日頃からやるべきことをわきまえて生活している生徒が多く、穏やかな雰囲気

で学習に取り組むことができる。その一方で、積極性に欠ける面もあり、発言も控えめで、

自発的な活動が求められるという課題も残る。 

卒業までに目指す生徒像 
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   ウ 活動報告 

活動は、下図の OODA ループに基づいたルーブリック評価を生徒に示し進めていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ ３年次の取組内容 

＜単元１ 黒潮町の課題発見・解決学習（グループ学習）＞ 

本単元は、「黒潮町の課題を発見し解決する」というテーマで、「自分×地域」という切り

口から、課題発見にともなう情報収集や情報分析などを行う。そして、「自分を取り巻く社会

の問題を明確にする力」や課題解決にともなう方向付けや行動などを通して「課題解決に向

けて適切なプロセス決定し行動する力」を養うために実施した。 

指導上の留意点として、生徒が「自律的に思考し、行動するための伴走」と以下の 3 点を

心掛けた。 

・論理的思考を鍛えるため、1 時間ごとの活動を文章でアウトプットする 

・皆の考えで意見を作っていく必要があるため、考えを可視化する 

・想像だけでなく確かな情報（根拠）を集めて意思決定を図る 

学習活動は以下の流れで行った。 

・黒潮町アクションプラン読み込み・テーマ設定 

・各テーマに分かれて課題発見（情報収集や分析） 

・課題解決に向けて行動 

・活動発表会 

まず、黒潮町の行政施策とその施策が立ち上がった経緯を理解するために「黒潮町アクシ

ョンプラン」を読ませた。そこから興味をもった分野を聞きとり、以下に示す 6 つの班に生

徒を振り分けた。 

（１班）黒潮町の人口減少 

（2 班）地域で子育て世代をサポートする 

（３班）防災意識の向上 

（4 班）黒潮町を子育て世代と高齢者が共に助けあえる町に 

（5 班）黒潮町を知ってもらう 

（６班）無駄のない黒潮町へ 

OODA ループに基づいたルーブリック評価 
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各テーマに分かれ、インターネットや黒潮町役場・産業従事者の方へのインタビューなど

で情報を収集・分析し課題発見に努めた。検索すればすぐに出てくるような情報だけで課題

解決に向かおうとする班が多くあったため、科学的な根拠の必要性、地域の生の声などで得

られる情報と統合して課題を発見するよう声がけをした。情報収集の手段としてアンケート

を活用したり、役場主催のインターンシップへ参加したりする生徒も現れ、質の高い客観的

な根拠と主観的な根拠を集められる班も出てきた。 

課題解決に向けた取組としては、実践までできた班はおらず、解決に向けたプロセスを決

定するまでにとどまった。 

9 月 21 日に「課題解決に向けた方策発表会」として、今年度のここまでの学習成果を発

表した。講評者として、黒潮町教育委員会教育長 畦地和也 氏、カリキュラム開発等専門

家 川村晶子 氏、地域協働学習実施支援員 松田真紀 氏・西村優美 氏をお招きして実

施した。 

客観視と主観での自己評価を獲得させることをねらい、“聞き手用”と“発表者用”ワーク

シートを用意した。事前に生徒たちに明示することで目指す姿を認識させた状態で発表会に

臨ませることができた。そこで、自己評価と評価者の評価に乖離があることを、指導者・学

習者共々気づく機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年団での振り返りでは、この単元を経て、生徒が実社会における課題を発見すること（課

題発見力）とともに見通しもってゴールを目指すこと（計画力）の難しさを実感するととも

に、注力しなければならない箇所も見えてきた。探究活動の素養となる情報収集、情報整理・

分析、方向付け等を身に付けたのちに、本単元を実施すると効果的な内容になったのではな

いかと推察する。ただし、前提として指導者の指導に関する必要事項の共通認識、各班の進

捗状況や困り感等の情報共有を丁寧に行う必要がある。担当者の企画と授業に関するファシ

リテーション力が求められるとともに、学年団で協力体制を築ける仕組みを考えておく必要

を感じた。 

聞き手用ワークシート 発表者用ワークシート 
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＜単元２ 食品ロス解決に向けたアイデア（個人学習）＞ 

本単元は、SDGs を自分事として受け止めてもらうことを目標にするとともに、以下の 3

点を身に付けてもらいたく取り組んだプログラムである。 

・自分を取り巻く社会の問題に対し課題を明確にする力（なぜ取り組むのか） 

・多様な情報を収集・編集しながら、解決のためのプロセスを整理する力（論理的思考） 

・自分の考えを伝えることで相手の行動も変えるプレゼンテーション力（新規性、創造性） 

指導上の留意点として、様々な視点を提供することと生徒の状況を把握することを掲げ、

学年団で担当の生徒を割り当てた。 

学習活動は以下の流れで行った。 

・フードロスの現状を知る（世界・日本の概要） 

・先人の課題解決行動について知る（坂本龍馬）  

・“持続可能な開発“のための経営資源について知る（ヒト・モノ・カネ・情報） 

・フードロス解決方法について社会人と対話（アウトプット） 

・プレゼンテーションを行い、レビューを受ける（アウトプット） 

・アイデア発表会（アウトプット） 

 

フードロスの現状を知る（世界・日本の概要）について 

事前に Forms を活用して生徒からアンケートを取ると、SDGs・食料問題ともに抽象的な

概要や言葉を知っている生徒は過半数を超えていたが、目的や具体的な内容を説明できる生

徒は少数であった。SDGs 概要とフードロス現状について講義と動画視聴を行い、ワークシ

ートを活用して現状についてのインプットを行った。 

活動の様子 
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先人の課題解決行動について知る（坂本龍馬）について 

目まぐるしく変化する現代社会

と幕末から明治にかけての混乱期

を重ねてみて、過去にも様々な困

難を迎える中で志高く行動をし、

改革を起こそうとした龍馬の姿に

感化される生徒が多いのではない

かと思い学習材として“坂本龍馬”

をあつかった。高知の偉人である

坂本龍馬が目的達成のために、ど

のような行動をとったか、どのよ

うにヒト・モノ・情報・カネを工面

したか、といった点を生徒の探究

活動の参考にするため取り入れた。対話型の学習活動に加えて、高知県立坂本龍馬記念館の

訪問も実施した。訪問の際は、当館の学芸員様に趣旨を説明し、ご講演いただいた。 

 

“持続可能な開発”のため、経営資源について知る（ヒト・モノ・カネ・情報）について 

課題解決に向けてどのような要

素で物事を捉えるかといった際に、

経営資源の存在や扱い方を知る必

要があると考え取り入れた。企業が

経営資源にどのように注力して、経

営を図っているのか、坂本龍馬が課

題解決に向けてどのように経営資

源を扱ったかを紹介した。“情報”

の重要性が生徒たちにはとても伝

わったように感じた。 

 

フードロス解決方法について社会人と対話（アウトプット）について 

フードロス解決策につい

て、ワークシートを基に思考

させて社会人の方々と対話

する機会に臨ませた。思考が

可視化できることを心掛け

てワークシートは作成した。 

当日は、15 人の外部の方

に来校していただき生徒た

ちと関わっていただいた。黒

潮町役場の方々や高知大学

SDGs とフードロス学習ワークシート 

経営資源学習ワークシート 

フードロス解決策ワークシート 
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の教職員、金融機関、IT 関係、NPO 団体等の方々がご協力くださり、生徒たちは多様な視

点を獲得できる機会となった。 

 

プレゼンテーションを行い、レビューを受ける（アウトプット）について 

講評者として、カリキュラム開発等専門家の川村晶子 氏、富士通 Japan 株式会社 森

和美 氏、富士通ラーニングメディア 拝野晃希 氏をお招きしてご指導いただいた。一人

一人に思考を深め広げるコーチングをしていただき、生徒教員共々学べる機会となった。 

アイデア発表会（アウトプット）について 

1 月 11 日にフードロス解決に向けた方策を発表する機会を設けた。講評者として、カリ

キュラム開発等専門家 川村晶子 氏、富士通 Japan 株式会社 森和美 氏、富士通ラー

ニングメディア 拝野晃希 氏、環境の社 中村将大 氏、海のこども 村上弓惠 氏をお

招きして実施した。一人一人の着眼点が異なり、多様なアイデアを聞ける機会となった。講

評者の方々からは、情報収集や分析・プレゼン等の様々な視点よりアドバイスをいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイデア発表会評価シート 

プレゼンを行い、レビューを受ける様子 
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単元２の振り返りについて 

成長させたい力で掲げていた、3 つの力を

一定身に付けさせられたと思う。特に、必要

性については生徒各々が自覚できる学習内容

になった。学習活動を効果的に展開できた要

因としては、「進路決定の際に、探究活動で必

要とされる力・思考法と進路先で求められる

力・姿とのつながりを実感できたこと」、「要

所において外部の方と連携し、多様な視点や

実体験から基づくエピソードを聞けたこと」、「学年団教員との連絡を密にし、成長させたい

力や困り感を共有できたこと」があげられる。 

総合的な探究の時間の授業設計をしていくうえで、「何のために何を教えるか」を教員間で

協議できる機会を設けることが今後の探究活動において最重要課題だと感じる。また、探究

活動において生徒の進捗状況や方向は多岐にわたるので、柔軟性をもった関わりがもてるよ

う教員側の指導観を醸成する必要を感じる。本事業によるコンソーシアム等の協力体制を生

かし、よりよい教育活動に向けて丁寧な準備をしていきたい。 

  

アイデア発表会の様子 



56 

 

３ アンケート結果と分析 

   本研究の成果を確認するにあたり、本年度も３種類のアンケートを実施し、その結果をもとに生

徒の成長や研究の成果を評価した。実施するアンケートは、三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティン

グが実施する「高校魅力化評価システム」、本校で作成した生徒と地域住民に対して実施する「指定

事業効果測定アンケート」である。なお、大方高校が作成したアンケートは、生徒用と地域住民用

で調査内容が異なるため、２つは異なるアンケートとして位置づけている。 

  「高校魅力化評価システム」は、年間１回実施される調査であるため年度内で生徒の実態や成長

の比較はできないが、経年変化や学年、他地域の同システムの実施校の状況との比較により、全国

と比較して結果の把握と分析ができるというメリットがある。 

   

    表 実施したアンケート一覧 

    項目 

アンケート 
実施主体 対象 実施時期 実施形態 

高校魅力化評価 

システム 

三菱 UFJ リサーチ

＆コンサルティング 
生徒・地域住民等 令和３年 11 月 選択 

指定事業効果測

定アンケート 
大方高校 生徒 

令和３年 11 月 

令和４年 １月 
選択・記述 

指定事業効果測

定アンケート 
大方高校 地域住民 令和４年 １月 選択 

 

（１）高校魅力化評価システム（６２ページ参照） 

全体として、学習活動、学習環境、生徒の自己認識、生徒の行動実績ともほとんどの項

目で平均値を上回る結果であった。特に学習活動では、主体性・協働性・探究性・社会性

の全てで平均値よりもかなり高い水準にある。「グループで協力しながら学習や調べもの

を行う」、「地域の課題の解決方法について考える」、「自主的に調べものや取材を行う」な

どの項目が高く、探究活動や地域との協働活動に取り組んだ成果がうかがえる。一方、ア

ンケートの時期がコロナ禍と重なり、地域との協働活動が制限された学校もたくさんあり、

平均値が上がっていない面もあると思われる。昨年度との比較では、学習活動ではほとん

どの項目で上昇をしていた。引き続きこれまでの取組を深化させながら継続し、目指す力

を身に付けさせていきたい。 

学年ごとに担当者が分析した結果は、20 ページの研究開発完了報告書１１ 目標の進

捗状況，成果，評価に記載している。 

 

（２）防災活動や地域課題解決学習に関する生徒アンケート（６６ページ参照） 

生徒対象のアンケートについては、第１回（９月）と第２回（２月）の２回実施した。 

設問は、本事業で育みたい力としてあげている５つの力（「探究力」、「つながる力」、「多

様性受容力」、「マネジメント力」、「レジリエンス」）に基づく内容とした。 

１年生で肯定的な回答が最も高かったのは、問１「学習活動をとおして、計画を立てて

取り組み、それを実現する力が身に付いたと思いますか」で、71.9%であった。一方、肯

定的な回答の割合が少なかったのは、問８「学習活動をとおして地域の厳しい現実を把握

し、それをよい方向に変えようと解決策の提案や実践を行う力が身に付いたと思いますか」

で、53.1％であった。 
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2 年生で肯定的な回答が最も高かったのは、問２「学習活動をとおして、地域の魅力や

良さを理解する力が身に付いたと思いますか」で、85.7%であった。一方、肯定的な回答

の割合が少なかったのは、問９「学習活動をとおして、高校卒業後も何らかの形で地域の

課題解決に関わる力が身に付いたと思いますか」で、53.6％であった。 

３年生で肯定的な回答が最も高かったのは、問２「学習活動をとおして、地域の魅力や

良さを理解する力が身に付いたと思いますか」で、92.9%であった。一方、肯定的な回答

の割合が少なかったのは、問５「学習活動をとおして、地域の魅力や良さを、他の地域の

人に自分の言葉で伝えることができる力が身に付いたと思いますか」で、85.7％であった。 

本年度の９月と１月を比較すると、３年生は７つの項目で上昇をしている。探究的な活

動や地域に貢献する活動に取り組んできた成果と考える。逆に２年生は６つの項目で下が

り、１年生はすべての項目で下がっている。取組の成果が出ていない部分もあると思われ

るが、生徒からの聞き取りでは、学ぶことによって、自分ができると思っていたことがま

だまだ不十分であるということに気づき評価を下げているという意見もあった。３年次に

は目指す力がついているよう、生徒の意見も聞きながら取組を推進していきたい。 

令和３年１月と令和４年１月の比較では、３年生は昨年の３年生より上昇しており、ま

た、２年生のときよりすべての項目で上昇をしている。９月と１月の比較と同じく取組の

成果が出ていると考えられる。１・２年生は９月と１月の比較と同じように、下がる結果

となっており、こちらも、３年次には目指す力が付いているよう、生徒の意見も聞きなが

ら取組を推進していきたい。 

指導者側と学習者側の評価については、両者に乖離を感じる箇所が複数存在しため、各

学年でこの評価をもとに、来年度の評価方法の工夫を図る必要性を感じた。 

また、肯定的な回答をした生徒の理由について記述した内容を、次の６つのカテゴリー

に分類した。 

・「経験・行動」：学習や情報収集ほか、地域に出て行う活動にもとづく記述 

・「成長実感」：以前と比較してできなかったことができるなど成長を意識した記述 

・「思考活動」：考えたり比較したりする活動にもとづく記述 

・「気づき・理解」：新たな気づきや再確認、理解などに関する記述 

・「意欲表明」：将来に向けた方向づけや「～したい」といった前向きな記述 

・「その他」：いずれの分類にも入らない記述 

記述内容には、「地域の良さに目を向けて考えた」、「地域の為に何をしたらいいか考えた」、

「マイナスもとらえ方を変えてプラスにできた」、「黒潮町ならどう生かすことができるか考

えた」、「地域の人の意見を聞いて案を考えた」など、たくさんの肯定的な意見を知ることが

できた。地域の人々と触れ合う活動を通して学びが展開されることにより、気づきや理解が

促進され、意欲や成長の実感につながっていると考えられる。 

 

  （３）大方高校の地域貢献活動に関する地域住民アンケート（７０ページ参照） 

地域住民を対象としたアンケートでは、地域住民 1８２名から回答を得ることができた。

肯定的な回答が最も高かったのは、問７「生徒たちの取組は、今後も継続させてほしいと思

う」で、98.4%であった。 

一方、肯定的な回答の割合が少なかったのは、問６「生徒たちが取り組む活動は、地域住
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民が高校の存在を意識するものになっている」と問９の生徒たちが行う取組に対して、地域

住民は積極的に協力していると思う」であった。 

前年度と比較して、90%以上の肯定的な回答の項目数は変化ないが、数値が下がった項目

は問２から問６の５項目である。数値が上がった項目は問８と問９の項目である。 

コロナ禍の中で地域住民との活動が大幅に縮小されているが、数少ない活動の中で「高校

生が一緒やったらやってみようかと思った」、「楽しかった」、「思い切って参加して良かった」

という声を聞いた。高齢化が進む黒潮町の中で高校生が一緒に活動することは、単に防災だ

けでなく地域住民同士をつなぐ役割も担っていると思われる。そういった意味で本校の取組

の継続が期待されている。また問２「生徒たちが行う防災の取組は、黒潮町が掲げる「犠牲

者０」を目指す思想の実現につながるものであると思う。」については、生徒たちの活動が住

民の避難意識の向上につながっていると思われ、活動目的が達成されていることを表してい

る。 

一方、問６「生徒たちが取り組む活動は、地域住民が高校の存在を意識するものになって

いる」と問９の「生徒たちが行う取組に対して、地域住民は積極的に協力していると思う」

について肯定的な意見がやや低くなっているのは、コロナ禍の影響が大きいと考えられる。

実際に協力していただく活動がコロナ禍前と比較し極端に少なくなっている。次年度は「ウ

ィズコロナ」の活動を考えていく必要がある。 

 

 

Ⅶ 次年度に向けて 

２年目となった指定事業であったが、本年度も新型コロナウイルス感染症のため制限の多い中で

の事業展開となった。できることを考え、対面での交流が難しい場合は昨年より急速に進んだオン

ラインを活用して生徒の学びが止まらないように努めた。特に、カリキュラム開発等専門家、地域

協働学習実施支援員、コンソーシアム委員等の方々の協力により、オンライン・対面ともに協働活

動に参画または参画してもらえる人材をたくさん紹介いただいた。これにより、多様な方と生徒が

交流することができ、目指す力の向上につながった。オンラインにより交流回数は昨年度より増加

をしたが、生徒の成長を考えるとやはり対面での交流が必要であることも感じ、オンラインをうま

く活用しながら、対面での協働活動により生徒の成長を目指していきたい。 

また、本年度は昨年度の課題であったルーブリック評価を本校の「目指す生徒像」にそって作成

し、本年度当初に教員におろし、共有を図って事業を進めた。生徒にも年度当初のオリエンテーシ

ョンで示し、各単元においてはそのつど示しながら展開を行った。昨年よりは目指す姿、付けるべ

き力のイメージができたと思われるが、まだまだそのメリットを生かし切れていない。 

課題としては、探究学習を「自分ゴト化」できず、主体的に学習に向かえない生徒に対する指導・

支援方法が挙げられる。コーチングなどの教員研修も必要となってくるが、まずは学年団内で困り

感や進捗状況の共有ができる環境づくりが必要である。定期的な共有会を週に 1 回開催するなど対

応をしていきたい。 

本年度も多くの方々のご支援を受けて本事業を推進することができた。たくさんの方と活動する

ことで、地域のことを考えた課題解決への意欲や社会参画意識の向上が見られている。引き続きこ

れらの事業を深化させながら推進し、変化の激しい社会で活躍できる人材の育成を目指して取り組

んでいきたい。  
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補 足 資 料 
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資料１ 高校魅力化評価システム 

  



61 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



62 

 

 



63 

 

 

 

 

 



64 

 

資料２ 防災活動や地域課題解決学習に関する生徒アンケート 

 

 このアンケートは、皆さんが防災や総合的な探究の時間などに取り組むことをとおして、自分

の力がどれだけ身に付いたのかについて答えてもらうためのものです。問1から問10の各質問

をよく読んで、当てはまるものを「４」～「１」の数字から選んで、数字に「〇」を付けてくだ

さい。  

また、なぜその数字を選んだのかについて、その理由を「理由」の枠の中に書いてください。 

 なお、問10は、例を参考にして記入してください。 

 

 

 

【質問項目】 

１ あなたは、学習活動をとおして、計画を立てて取り組み、それを実践する力が身に付いた

と思いますか。                             

〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

 

 

２ あなたは、学習活動をとおして、地域の魅力や良さを理解する力が身に付いたと思います

か。                                   

〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

 

 

３ あなたは、学習活動をとおして、地域のために活動できる力が身に付いたと思いますか。 

〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

 

 

４ あなたは、学習活動をとおして、地域の人々の思いや願いを理解する力が身に付いたと思

いますか。                                 

〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

 

 

次のページに進んでください。  

回答する数字の意味は、以下のようになっています。 

〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない  

 

その理由： 

 

その理由： 

 

その理由： 

 

その理由： 
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５ あなたは、学習活動をとおして、地域の魅力や良さを、他の地域の人に自分の言葉で伝え

ることができる力が身に付いたと思いますか。                

〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

 

 

６ あなたは、学習活動をとおした聞き取りや情報収集により、課題が存在する背景を考え、

解決に向けた方法を考え出す力が身に付いたと思いますか。            

〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

 

 

７ あなたは、学習活動をとおして、自分とは異なる立場の人（幼児や児童・高齢者・自分と

は異なる性別・外国人など）のことを意識して、課題解決策を提案する力が身に付いたと思

いますか。                                

〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

 

 

８ あなたは、学習活動をとおして地域の厳しい現実を把握し、それをよい方向に変えようと

解決策の提案や実践を行う力が身に付いたと思いますか。           

〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

 

 

９ あなたは、学習活動をとおして、高校卒業後も何らかの形で地域の課題解決に関わる力が

身に付いたと思いますか。                       

〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました 

 

 

 

 

その理由： 

 

その理由： 

 

その理由： 

 

その理由： 

 

その理由： 
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資料３-1 防災活動や地域課題解決学習に関する生徒アンケート（９月実施分・1 月実施

分 数値のみ） 

 

資料３-２ 防災活動や地域課題解決学習に関する生徒アンケート（令和３年１月実施分・

令和４年 1 月実施分 数値のみ）  
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資料４ 肯定的評価における記述のカテゴリー別の分類（抜粋） 

 

【1 年生】 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

経験・行動 

計画は必要 

総合の時間計画を練ってディベートを行った 

学年混同で訓練をしたとき自分たちで計画を立てたりしたから 

勉強が苦手なため、１日３時間の本読みをするなどの工夫をしてみたことがあった 

地域の人と協力し訓練しているから 

たくさん知る機会があったから 

地域の人の良さを目にすることができた 

小規模サミットなどで地域の魅力について紹介できた 

避難所の清掃などで地域のための活動ができた 

ボランティア活動に積極的に参加した 

サミット等様々な活動で発信しているから 

 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

成長実感 

積極的に意見を言えるようになった 

計画を立てて取り組むことができた 

力がついて役に立つと思うから 

浜町さん等の取組等を通して考えることができた 

地域の課題解決に関われる力が身に付いた 

以前よりも課題解決に必要そうな情報収集やインタビューができ、より良い意見を出せ

たと思ったから 

課題の解決ができるようになってきた 

地域学で身に付いた 

問題解決策を提案する力が身に付いたと思う 

 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

思考活動 

論文などで分かりやすく説明するためにはどうするかよく考えられた 

細かく情報収集し、課題が存在する理由も考えられるようにしているから 

自分も LGBTQ についてよく考えるから 

 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

気づき・理解 

地域の魅力を感じた 

周りに同じ年代の人達しかいなかった 

課題解決は大切 

厳しい現実があることを知ったから 

 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

意欲向上 今よりいい未来にしたいと思っていた 
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【２年生】 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

経験・行動 

計画を立てて取り組めた 

検定に向けての勉強で計画をきちんとたてた 

発表でもしっかり考え、意見も発表した 

地域学で身に付いた 

 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

成長実感 

先生と話し合って準備をし、考えて実践できた。 

褒められたから 

よい方向に変えようとすることができた 

以前よりも課題解決に必要そうな情報収集やインタビューができ、より良い意見を出せ

たと思ったから 

自ら提案することが増えた 

役場の人に褒められたから 

防災で考えたことを生かせると思った 

授業の中でその力がついていったから 

なぜ課題が提示されているかについてネットや情報収集で理解でき、その解決方法をあ

る程度自分で考えられたため 

自分で考えて案を出すことができた 

 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

思考活動 
どうすれば幸せになれるか考えたりした 

いい方向にするために案が出たから 

 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

気づき・理解 

魅力をさらに知ることができたから 

現状を知ってさらに知ることができた 

調べて情報収集できた 

対象にしている人が高齢者や子どもだったのでできた 

その人たちが暮らしやすいようにはしていきたい 

解決策を考えた 

地域の問題を知ることができた 

色々なことを学びたいと思った 

課題の解決ができるようになってきた 

 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

意欲向上 

自ら提案することが増えたから 

高齢者の方たちを意識して考えられるように少しなったから 

これからもボランティアなどしていく 
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【３年生】 
カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

経験・行動 

プレゼンを計画どおりに進められたから 

総合の授業で学んだから 

班の人と協力したりして、自分でも目標に向けて取り組めた 

前よりもスムーズに進めることができた 

計画を立てて実践できた 

総合で他の市町村を調べて、自分の地域と一緒に考えることができた 

グループで見つけそれに取り組んだ 

たくさんの人とコミュニケーションをとることができた 

地域に住むデメリットを解決するために活動してきたから 

地域学や様々な防災活動をしてきたから 

アンケートを作成し、まじめに地域の人々の思いについて考えた 

地域の人が望む暮らしを実現させていかないといけないから 

様々な防災で地域の人と関われた 

たくさん調べたり、アンケートをとったりしたから 

前の課題と比べたり、アンケートをとったりしてよい方向に変えた 
 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

成長実感 

計画を取組、最後までやりきることが少し多くなった 

期限までに余裕をもって仕上げる力を身に付けることができた 

人の考えることは理解することが前までは苦手だったが今は多少分かってきた 

発表までの準備期間が短かったから計画を立てるようになった 

調べ物をする、スライドをつくるの順序をしっかり計画できた 
 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

思考活動 

昔からこの地域の魅力を知っているから 

地域の良さに目を向けて考えることがあったから 

黒潮町の良さが分かった 

マイナスもとらえ方を変えてプラスにできたから 

地域のために何をしたらいいか考えた 

黒潮町ならどう生かすことができるか考えた 
地域の人の意見を聞いて案を考えていたから 
どうすればよい解決に進むのかなど考えられるようになった 
ボランティアに参加したいと思ったから 

 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

気づき・理解 

計画的に実践できるようになった 

計画を立てて取り組めた 

発表までに何をしないといけないか計画することが増えた 

計画の大切さを知ったから 

総合をやっていく中で魅力を感じてきたから 

地域の良さを知れた 
前から地域の良さは知っていたので前より知ることができた 
インタビューなどを通して再確認することができた 
身近にあって気付いてなかっただけということに気づくことができた 
地域の人の意見を聞く機会がなく憶測で解決案を考えたから 
しっかりと情報収集できたし、きちんと考えを見つけたから 
人のことを考える力がついたと思う 
自分で計画を取組、実践ができたから流れが分かった 

 

カテゴリー 主 な 記 述 内 容 

意欲向上 

少しでも誰かの役に立ちたいと思えるようになった 

地域が少しでも綺麗になるように活動を続けたいと思う 

提案できるほどではないが意識している 

実践力はまだないが考えようとしている 
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資料５ 大方高校の地域貢献活動に関する地域住民アンケート 
 

 
 

 このアンケートは、以下の目的に基づき地域の皆様のご協力をお願いするものです。ご

面倒をおかけしますが、生徒の成長や取組の充実に向けて、皆様のご協力をお願いいたし

ます。 

 

目的：１ 大方高校の生徒による地域防災の取組や地域課題解決活動、地域行事への参加

などの学習活動やボランティア活動について、地域の皆さんからの評価をいただ

き取組評価を確認する。 

   ２ 生徒の取組をより充実させるために、学校の取組を確認したり改善したりする 

ための資料とする。 
 

【注意事項】 

◎回答方法：質問は、以下の（ ）問です。各問について当てはまると思う答えを、「４」

～「１」のから選び、選んだ数字を［別紙の回答用紙］にご記入ください。 
〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

◎返信方法：同封の封筒（大方高校の住所・学校名を記載している封筒）に回答用紙を入

れ、郵送してください。直接学校に届けていただいてもかまいません。 

 

【質問項目】 

１ 生徒たちが、防災や地域課題解決のための取組を行っていることを知っている。 

 
〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

２ 生徒たちが行う防災の取組は、黒潮町が掲げる「犠牲者０」を目指す思想の実現につ

ながるものでると思う。    

              
〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

３ 生徒たちが防災の取組を行うことで、自分も命を守るために避難しなければならない

と意識するようになった。  

                  
〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

４ 生徒たちの取組は、地域の防災意識の向上や課題解決に役立っていると思う。 

 
〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 
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５ 生徒たちの取組は、小学生や中学生の取組に刺激を与えたり、参考になるものである 

と思う。                             

 
〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

６ 生徒たちが取り組む活動は、地域住民が高校の存在を意識するものになっている。 

 
〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

７ 生徒たちの取組は、今後も継続させてほしいと思う。 

 
〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

８ 生徒たちが行った取組を発表する際は、子どもや孫と一緒に発表を聞きに行きたいと 

思う。                             

 
〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

９ 生徒たちが行う取組に対して、地域住民は積極的に協力していると思う。 

  
〔４〕：強くそう思う 〔３〕：ややそう思う 〔２〕：あまりそう思わない 〔１〕：まったくそう思わない 

 

10 大方高校の取組について、提案や意見、感想などがあれば自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 
大方高校は、地域防災や地域課題解決の取組をさらに充実させるとともに、活動をとおして生徒の意欲を

引き出し、力を引き出すことをとおして未来の「地域の創り手」人材の育成※（下記を参照ください。）を目

指します。 

今後とも皆さんのご協力とご理解をよろしくお願いいたします。 

※ 未来の「地域の創り手」人材とは、高校や大学等を卒業して地元に住み、地元の活性化 

に貢献する者・一度は別の地域で生活するが U ターンして地元の活性化に貢献する者・ 

地元には戻ってこないが居住地で地元への支援（ふるさと納税・帰省時のイベント等へ 

の参加や協力など）をしたり思いをもって生活（地元のニュースへの反応・住んでいる 

地域での地元の良さの宣伝等）する者を意味しています。 
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資料６ 大方高校の地域貢献活動に関する地域住民アンケート 

 

 

資料７ 地域住民の方からのコメント 

 
〇 大人が話すより、高校生が話してくれた方が子どもたちに届きやすいと思う。大人も高齢者も同じ

ですね。 

○ あまり大方高校の取組についてくわしく知りません。子どもが行っていたらもう少し知ることがで

きたかもしれない。 

○ 正直大方高校の取組をよく知りません。コロナ渦というのもありますが、防災に関しての意識、知

識の向上はとても大切だと思うので発表の場があれば見に行きたい。 

○ 地元ケーブルテレビで放送のあったにしきの公園への避難訓練の様子を見たことくらいしか大方

高校の取組について知りませんでした。一生懸命生徒さんたちが取組をしているのでしたら、住民の

方々によりよく知ってもらえるようｍａｃや住民の方がたくさん利用する所へ掲示するなどもっと

発信してはどうでしょうか？ 

○ 大方高校の取組を知らないため、質問の答えがほぼ２になってしまいました。すみません。 

○ すいません。何をしているか分からないので、あまり回答できませんでした。 

○ みなさんが取り組んでのをテレビなどで見て、これからも頑張って地域を引っ張っていってほしい

と思います。みなさん、ありがとうございます。 

○ 取組の内容を１００％知りえていない。せっかくの取組でとても良いことだと思うので、有意義な

物にできるよう発信していってほしいです。 

○ 大方高校の取組が小中学校の生徒の目にふれる機会があるのかがまず私達には分からないので返

答に困る。防災の取組も詳しくは知らないので、知らない人に対しては２～９の問題は答えようがな

い。もう少しアンケートの問い方について検討すべきかなと思います。 

○ 取組については良いと思うが、どのような活動を行っているのか今一つはっきり分からないので評

価しかねる。どのような活動を行い、具体的に活動を行った結果について地域住民に理解してもらう

取組があればいいのでは（広報、地元ケーブルテレビなど）。 
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○ いつ起こるか分からない地震、津波なので、日頃からの備えや訓練など大切なことであると思うの

で、これからも地域とのつながりを大切に取組を続けてもらいたいです。 

○ 引き続き頑張ってください。 

○ これからの黒潮町を守り、活性化していくためにも、生徒の皆様の取組は必要不可欠であると考え

ます。自由な発想と行動力で、これからも取り組んでいただきたいと願います。 

○ コロナ渦での活動なので、色々と制約もあり、思うような活動が展開できていないと思いますが、

行政側も積極的に連携させていただくべきだと考えますので、引き続きよろしくお願いします！ 

○ 学業との調整等、大変と思いますが引き続きの取組を期待します。 

○ 活動の内容を進捗含む周知方法がどういったものがあるのか知りたかった。 

○ 早咲地区のタワーの清掃活動や要援護者の避難訓練など、ご協力に感謝しています。もっと地域住

民も参加して活動できたらいいですね。 

○ 地域への提案をこれからもしていただけたら、地区住民も動きやすくなると思います。 

○ 地元自治会との更なるつながりを求める。 

○ これからも頑張ってください。 

○ 避難タワーの清掃など大方高校の皆様に手伝って頂き非常に助かっています。皆様が一生懸命取り

組んでいる姿が職員にとって励みになり、また地域住民の防災意識の向上につながっていると思って

います。本当に感謝しています、ありがとう！！ 
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